
大阪湾再生行動計画の実施状況について大阪湾再生行動計画の実施状況について

説明用資料１

平成23年3月23日 大阪湾再生推進会議



平成平成2222年度の主な取り組み事例年度の主な取り組み事例

【【行政機関による取り組み行政機関による取り組み】】

１．水質の改善
２．多様な生物の生息・生育場の再生
３．親水性の向上
４．ごみ（河川・浮遊・漂着・海底）の削減
５．大阪湾再生のためのモニタリング
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■効果的・効率的な負荷削減
１．水質の改善
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●マザーレイク２１計画（琵琶湖総合保全整備計画）による琵琶湖の
総合保全［滋賀県］

マザーレイク21計画（第２期）の概念図

・「マザーレイク２１計画」の改訂を実施。

＜計画改訂のポイント＞
①第１期で柱とした「水質保全」「水源か
ん養」「自然的環境・景観保全」をまと
めた「琵琶湖流域生態系の保全・再「琵琶湖流域生態系の保全・再
生」生」と、新たに設けた「暮らしと湖の関「暮らしと湖の関
わりの再生」わりの再生」の２つを柱として据えた。

②目標に対する指標目標に対する指標について、県民に
とってわかりやすい指標として、生物的生物的
指標や人間の五感に基づく指標指標や人間の五感に基づく指標の採
用も検討しながら設けていく。



■下水道事業による排出負荷量の削減
●下水道下水道の整備の整備
・供用開始：2箇所(なわて水みらいセンター[大阪府]、竜華水みらいセンター［大阪
府］）

●下水処理の高度処理化下水処理の高度処理化
・一部供用開始：2箇所（なわて水みらいセンター[大阪府]、竜華水みらいセンター
［大阪府］）
・新規着手：3箇所（南吹田下水処理場［大阪府］、尼崎市北部浄化センター、東部
浄化センター［兵庫県］）
・このほか、多くの処理場で高度処理を実施

-3-

なわて水みらいセンター 竜華水みらいセンター

琵琶湖

大阪湾

淀川

大和川

竜華
水みらいｾﾝﾀｰ

なわて
水みらいｾﾝﾀｰ

実施箇所実施箇所

南吹田下水処理場

尼崎市北部
浄化ｾﾝﾀｰ

尼崎市東部
浄化ｾﾝﾀｰ

行動計画で計画した全ての処理場（４箇所）で供用開始



■河川浄化
●河川浄化対策
・曽我川、佐保川[近畿地方整備局]、落堀川、恩智川、
大川[大阪府]での河川浄化施設の整備等河川浄化施設の整備等
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・赤野井湾[滋賀県]での流入河川対策流入河川対策

●浄化浚渫等
・西の湖[滋賀県] 、寝屋川・平野川[大阪府]での浄化浚渫浄化浚渫

・木浜内湖・平湖・柳平湖[滋賀県]での盛土工盛土工
実施箇所実施箇所

寝屋川・
平野川

西の湖

木浜内湖・平湖
・柳平湖

近木川
河口

土居川

浄化浚渫等
導水事業
河口干潟整備

浄化浚渫等
導水事業
河口干潟整備

西の湖における浄化浚渫

●導水事業
・土居川[堺市]での海水導水事業海水導水事業（第２期工事完了）

●河口干潟整備
・近木川[大阪府]での河口河口
干潟造成干潟造成

琵琶湖

大阪湾

淀川

大和川

実施箇所実施箇所

曽我川

恩智川

赤野井湾

落掘川

河川浄化対策河川浄化対策

佐保川

大川

次年度に導水を開始



■藻場・干潟等の浅海域の創出
●泉佐野市・田尻町地先：4.0ha[大阪府] で藻場藻場の整備完了

●堺２区：生物共生型護岸生物共生型護岸の順応的管理[近畿地方整備局]

２．多様な生物の生息・生育場の再生
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アオノリ属（緑藻類）が着生アオノリ属（緑藻類）が着生
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（
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積

）

着実に増加着実に増加

藻場の整備状況

実施箇所実施箇所

泉佐野市・田尻町地先

藻場
生物共生型護岸

藻場
生物共生型護岸

堺２区

当初計画13.2haに対し、今年度までに35.05haを整備完了

モニタリングの状況

メバルを確認メバルを確認

生物共生型護岸生物共生型護岸

朝日新聞（平成22年8月27日）

生物共生型護岸（堺２区）



■親水活動の実施、親水空間の整備

●なぎさ海道ウォーク［（財）大阪湾ベイエリア開発
推進機構］、阪神なぎさ回廊ウォーク ［兵庫県］

●舞洲緑地、咲洲海浜緑地での魚つり開放魚つり開放［大阪
市］

●尼崎運河部での遊歩道整備、植栽等の整備
（0.65km）［兵庫県］

なぎさ海道ウォーク
（江井ヶ島～播磨町駅、平成22年11月7日）
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３．親水性の向上

 

魚つり開放
（咲洲海浜緑地）

遊歩道整備、植栽等の整備
（尼崎運河部）

実施箇所実施箇所

舞洲緑地

咲洲海浜緑地

尼崎臨海部
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■河川清掃、海域でのごみ回収活動
●河川清掃、海域でのごみ回収活動の継続実施[関係各機関]

４．浮遊・漂着・海底ごみの削減
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ごみ回収量の推移

内川・土居川美化活動 須磨海岸クリーン作戦 なにわの海クリーン作戦

市民参画によるごみ回収
参加者数の推移

※H16の参加者数
は不明



■効率的・効果的なモニタリングの実施

●国、沿岸府県と臨海部の事業者・企業等との連携による「「第７回第７回
大阪湾再生水質一斉調査」大阪湾再生水質一斉調査」を実施 ［［大阪湾再生推進会議］

５．大阪湾再生のためのモニタリング

＜目的＞
・大阪湾全域の水質水平分布の把握
・効率的、効果的なモニタリングへ向けた
関係機関連携によるモニタリング体制
の検討

＜実施日＞

・平成22年8月3日を中心に実施

＜調査地点＞

・海域：204点、陸域：266地点

＜参加状況＞
・国、自治体、研究機関、企業など
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【調査地点】

海域：204点

陸域：266点

調査地点調査地点
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底層ＤＯ

水質の水平分布（平成２２年度）

表層ＣＯＤ

＜これまでの調査から解ったこと＞
・６年間の調査結果から、気象状況と水質の水平分布の関係が明らかとなってきた。

出水後（Ｈ１８）一般的な夏期の状況（Ｈ２１）

表層ＣＯＤ

＜調査結果＞
・既存調査ではあまり測定
されていなかった、海岸線
近くの調査地点を含め、
多くの調査地点で同時に
調査を行うことにより、大
阪湾全域の水質の水平
分布を把握した。

●一般的な夏季の状況に
比べて、出水後には表層
ＣＯＤが５mg/L以上の範
囲が広くなっている。

●一般的な夏季の状況に
比べて、出水後には表層
ＣＯＤが５mg/L以上の範
囲が広くなっている。



●多くの市民の協力のもと、大阪湾沿岸
に生息する生き物の調査により水環
境を把握する「第３回大阪湾生き物「第３回大阪湾生き物
一斉調査」一斉調査」を実施[神戸港湾空港技
術調査事務所]
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＜調査場所＞
・17箇所（22地点）

＜調査日＞
・平成22年5月29日を中心に実施

＜参加者数＞
・792名（16団体）

■市民参画によるモニタリング
 

⑦ ⑧
⑨

⑩ 

⑫

⑭⑮

② 
⑤ 

⑬

① 
④ 
⑥ 

⑪

③ 

⑯ 

⑰ 

調査地点
の環境

担当団体

1 アジュール舞子 砂浜、磯・岩礁 須磨海浜水族園ボランティア

2 香櫨園浜 砂浜、磯、干潟 西宮自然保護協会

干潟 NPO法人 海浜の自然環境を守る会

干潟
NPO法人 シニア自然大学校

子供教育部門
4 矢倉海岸 干潟 西淀自然文化協会

5 十三干潟（淀川） 干潟
(社)大阪自然環境保全協会
淀川自然観察会［5/30］

6 大阪南港野鳥園 人工磯・干潟 大阪南港野鳥園

7 高師浜 砂浜、干潟 浜寺公園自然の会

8 大津川河口 干潟 きしわだ自然資料館［5/30］

9 阪南二区埋立地 干潟 きしわだ自然友の会

干潟
NPO法人 シニア自然大学校
森と海の自然科［5/27］

干潟 貝塚市立自然遊学館［5/15］

11 二色の浜 砂浜、磯 貝塚市立自然遊学館［5/8、5/15］

12
樫井川河口
岡田浦海岸

砂浜、岩礁

13
樽井海岸

男里川河口干潟
干潟

14 せんなん里海公園 砂浜、磯、岩礁 里海くらぶ連絡協議会

15 東川（落合川）河口 干潟 きしわだ自然資料館［5/30］

16 洲本市大浜 磯、岩礁 国立公園成ヶ島を美しくする会

17 堺2区埋立地 磯、岩礁、干潟 NPO法人　釣り文化協会

男里川・河口干潟を守る会

調査地点

3 甲子園浜海浜公園

10 近木川河口

調査場所調査場所



貝類（巻き貝）,
72

海藻類, 48

魚類, 48

鳥類, 35

カニ類, 32

フジツボ類, 11

その他, 116
植物, 75

海草類, 2

貝類（二枚
貝）, 35

474種
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＜調査結果＞
・確認された生物の種類数：474種

・外海型のクロフジツボは湾中間域より
湾口側で出現し、河口型のドロフジツボ
は湾奥の3地点で出現するなど、大阪
湾沿岸に棲む生き物の分布状況が明
らかとなった。

  

ドロフジツボ

砂,磯
砂,磯,干

干 干 干

磯,干

砂,干

干
干

干

砂,磯

砂,磯,干

干

砂,磯

干

磯

磯,干

：外 海 型 ：河口～内湾 型 ：河 口 型

 

アメリカフジツボ

砂,磯
砂,磯,干

干 干 干

磯,干

砂,干

干
干

干

砂,磯

砂,磯,干

干

砂,磯

干

磯

磯,干

 

クロフジツボ

砂,磯
砂,磯,干

干 干 干

磯,干

砂,干

干
干

干

砂,磯

砂,磯,干

干

砂,磯

干

磯

磯,干

 ・砂：砂浜 
・磯：磯 

・干：干潟 

・岩：岩礁 

・護：護岸 

生き物の分布状況の例

分類群ごとの確認種



H22年度の重点的な取り組みへの対応

①陸域負荷削減効果の評価とアピール
●下水道整備、下水処理水の活用等による環境改善効果の検討・PRを実施

②表彰制度の継続・発展
●第２回「魚庭の海」賞の募集・選考を実施（選考方法の見直しを実施）

③アウトカム指標による評価の継続・発展
●大阪湾再生に関するアンケート調査を実施

④平成16年度から平成21年度までの活動報告とりまとめの実施（後述）
●平成16～21年度の6年間の取組状況等のとりまとめを実施

⑤広報の強化
●“大阪湾の企画展”を開催

⑥行動計画期間を見据えた取り組みの重点化等の検討
●市民参加による流入負荷削減等の検討を実施
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75%値

年平均値

環境基準レベル5mg/L（下流の一部区間 8mg/L、中上流部 5mg/L）

過去最低の水質

S45年 31.6mg/L

環境基準告示(S45.9)

①陸域負荷削減効果の評価とアピール 【例】大和川流域
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河川水質 （大和川本川８地点平均ＢＯＤ）

●大和川流域では、下水道整備等の生活排水対策により、昭和５２年には全国一級河川のワースト１
であったが、平成１９年度にははじめてアユの産卵場所が確認されるなど、水質が大きく改善。

 

大和川で始めて
アユ産卵場所を確認（H19） 

水質（BOD）が全国一級河
川で初のワースト１（S52）

過去最低の水質
（S45） 

大和川水環境協議会設立
（H17） 

大和川水質汚濁防止連絡
協議会設立（S42） 

大和川水系水質改善対策事業促
進連絡会設立（H元） 

大和川清流ルネッサンス
協議会設立（H5） 

アクアロード大和川
計画（H3～H6） 

清流ルネッサンス
21 計画（H6～H14）

清流ルネッサンスⅡ
計画（H14～H22）

Ｃプロジェクト計画（H18～H22）

 

主
な
取
り
組
み 

 

水環境

の状況

 

経済の
状況

下水道普及率 
22％(S59) 

下水道普及率
39％(H6) 

下水道普及率
61％(H16) 

製造品出荷額等 
（奈良県） 

1.8 兆円（S59） 

製造品出荷額等 
（奈良県） 
2.2 兆円(H16) 

製造品出荷額等
（奈良県） 
0.1 兆円(S38) 

大和川流域のトピックス
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65

20年間で負荷量は36％減少

20年間で人口は11％増加

●下水道整備、下水処理水の活用等による

環境改善効果の検討・環境改善効果の検討・PRPRを実施 ［陸域Ｇ］
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①陸域負荷削減効果の評価とアピール 【例】大和川流域



②表彰制度の継続・発展
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【選考方法の見直し】
●書類選考に加え、取組報告会（プレゼンテーション）による選考を実施。

●大阪湾再生に関する活動を表彰する第２回第２回『『魚庭の海魚庭の海』』賞賞の
募集・選考を実施［全体Ｇ］

【経緯】
●平成22年7月19日（海の日）～9月30日募集（応募団体数：１０件）
●平成22年12月17日 二次選考会を開催
●平成23年1月6日 選考委員会を開催
・選考委員会メンバー：委員長（企画部長）、委員６名（学識者２名、全体G長、陸域G長、
海域G長、モニタリングG長）
・選考結果：『魚庭の海』大賞１点、 『魚庭の海』特別賞１点、『魚庭の海』賞３点、
『魚庭の海』奨励賞５点

●平成23年3月 大阪湾再生推進会議で表彰式を実施
※表彰後、受賞団体による１０分程度の活動報告
●平成23度 第３回『魚庭の海』賞を実施予定



■第２回『魚庭の海』賞 受賞団体の紹介
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パナソニック エコリレー ジャパン【ＢＹＯＳクリーンネットワーク】

NPO法人 観濠クルーズSakai【堺のんびりクルーズ、水上ウォッチング】

里海くらぶ連絡協議会【各団体の「得意技」を活かした、多様な環境学習プログラムや環境保全活動の実施】

大阪府立泉鳥取高等学校フィールドワーク同好会【泉南地域の河川や海岸の生物観察・調査と地域の団体との交流】

大阪府立貝塚高等学校園芸環境部【よみがえれアマモ場大阪湾の復活（近木川の水質調査から見えてきたこと）】

『魚庭の海』奨励賞

NPO法人 海浜の自然環境を守る会【甲子園浜の環境保全】『魚庭の海』大賞

大阪府漁民(魚庭)の森づくり協議会【魚庭の森づくり推進事業～森・川・海はひとつ～】

きしわだ自然友の会【大阪・和歌山ベイエリアキャラバン こんなに面白いなぎさ海道】

男里川干潟を守る会【地域の組織力（地縁・血縁）が支える男里川干潟を守る取り組み】

『魚庭の海』賞

NPO法人 釣り文化協会【釣り人による大阪湾の水質調査】『魚庭の海』特別賞

団体名【活動名称】受賞名
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③アウトカム指標による評価の継続・発展
●大阪湾の環境や大阪湾再生の取り組みに対して、住民の方が
どのように感じているかなどを把握するため、大阪湾再生に関大阪湾再生に関
するアンケート調査するアンケート調査を実施［全体Ｇ］

【目的】
●大阪湾の環境や大阪湾再生の取り組みに対して、住民（内陸部を含む大阪湾集水域
内）がどのように感じているか、また、取り組みによって意識にどのような変化があった
かを把握し、6ヶ年活動報告のとりまとめの参考指標とするとともに、今後の取り組みの
参考とする。

【実施状況】
●実施期間：平成22年7月19日～9月30日
●回答状況：配布数1,407、回答数575、回収率41％

【主なアンケート項目】
●大阪湾への訪問回数、場所、目的
●大阪湾のイメージ・印象
●大阪湾再生行動計画の認知状況
●自由意見（大阪湾の環境について、大阪湾再生行動計画について）

【結果の概要】
●大阪湾の環境（海の色、におい、近づきやすさ、ごみの量など）について、最近大阪湾
に行っていない人よりも、行ったことがある人の方が、良い印象を持つ人が多い。

●概ね１０年前に比べて、大阪湾の環境は改善したとの印象を持つ人が多い。



⑤広報の強化
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●住民の方に大阪湾やその周辺の環境を身近に感じていただき、
海の環境を改めて考えていただく機会にしていただくため、“大阪
湾の企画展”を今年度初めて開催［全体Ｇ］

【概要】
●開催期間
平成22年8月20日～29日

●開催場所
「川の駅」はちけんや
（大阪市中央区）

●来場者数
約８００人

水質試験の体験水質試験の体験動画の放映動画の放映

大阪湾水中写真展大阪湾水中写真展会場の様子会場の様子

水質試験の体験水質試験の体験

会場の様子会場の様子

⑥行動計画期間を見据えた取り組みの重点化等の検討

●市民参加による流入負荷削減等の検討［全体Ｇ］

・平成16年度以降、毎年大和川流域で実施している「生活排水対生活排水対
策社会実験策社会実験」を他の流域でも展開するための検討を実施。
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【【市民参画市民参画による取り組みによる取り組み】】



 

大和川

鴨川

 (１) ボランティア団体等による森林づくり

(１４) 河川愛護啓発キャンペーン 

(２１) 大阪湾クリーン作戦 
(２２) リフレッシュ瀬戸内 

(２５) 大和川・石川クリーン作戦

【滋賀県で実施】

【大和川流域で実施】

淀川

(９) 未来に残そう青い海・図面コンクール

(１９) なぎさ海道ウォーク、 
(２０）なぎさ海道の資源登録 

(１８)みんなで見て考えよう成ヶ島 

【生石・成ヶ島で実施】

【東横堀川で実施】 (７) 親子ふれあい環境教室 

(８) 親子ふれあい環境教室 

【大阪湾一円で実施】

【鴨川で実施】 
(１３) 鴨川探検！再発見！ 

市民参画の取り組み

●取り組み内容
環境再生、環境学習、
水辺に親しむ企画、ごみ対策など

●件数：２７件
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大

阪

市 

堺市 

高石市 

和泉市 

忠岡町 

 

 

泉佐野市 

熊取町 
 

泉南市 

阪南市 
岬町 

西宮市 芦屋市 
尼崎市 

神戸市 

岸和田市

(２３) クリーンアップキャンペーン  

(２) オオクワガタの棲める森づくり 

(４) ヨシ原再生実験 

(１５) 南港生きもの発見隊＆育て隊

(５) 見出川の水質環境保全

(１０) 大阪湾こどもエコクルーズ 
(１１）第五管区海上保安本部海上訓練展示 

(６) ウミガメ・エコツーリズム

(１７) 水辺の楽校まつり

(３) 南港生きもの育て隊 アオサ取り

(１６) 自然体験学習「堺の海・再発見」

：市民参画による環境再生への取り組み 
：環境学習への取り組み

：水辺に親しむ市民参画の企画 
：市民参画によるごみ対策

：市民フォーラム

(１２) エコアートフェスタ大阪

(２６)内川・土居川美化活動

(２４)神戸市市民の水辺連絡会
一斉清掃活動   

(２７) ほっといたらあかんやん！ 
大阪湾フォーラム



オオクワガタの棲める森づくり

●箕面の在来樹種により、里山の再生と生物の多様性の
向上を目指し、市民参加による植樹祭等を実施

【場所】箕面体験学習の森（大阪府箕面市）
【実施日】平成22年4、5、10月
【主体】林野庁、近畿中国森林管理局、箕面森

林環境保全ふれあいセンター
【参加者数】延べ300人
【内容】箕面市内の小学校、幼稚園児、ボラン

ティア、地域住民等により、約１年間ドン
グリから育てたクヌギ、コナラの苗木を
山に返す植樹祭等を実施
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大阪湾

実施箇所実施箇所
琵琶湖

箕面体験学習の森

植樹祭等の実施状況
（写真提供：近畿中国森林管理局）



エコアートフェスタ大阪2010

●大阪港の美観保持と市民への環境啓発をめざし、「ごみ
アート甲子園」、「エコツアー」、「ワークショップ」など様々
な企画を実施

【場所】天保山ハーバービレッジイベント広
場ほか

【実施日】平成22年10月30日～11月7日

【主体】エコアートフェスタ大阪実行委員会
（協働：大阪市など）

【参加者数】56,600人

【内容】大阪港のごみなどを使ったオブ
ジェの展示「ごみアート甲子園」、
大阪港を周遊する船内で環境学
習を実施する「エコツアー」、参加し
ながら環境について学ぶ「ワーク
ショップ」、企業・団体による環境啓
発展示、「稚魚の放流」など
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実施箇所実施箇所

大阪港（天保山）

エコアートフェスタ大阪2010の実施状況
（写真提供：大阪市）


